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　昨年１１月１７日に行った平成２５年度の防災訓練は、こ
れまでのように１つの小学校を会場として行うのではな
く、市内全ての小学校を会場として一斉に訓練を行いまし
た。初めて行ったこの一斉防災訓練について、防災訓練運
営会議の議長で、ＭＪＭ（まちは 自分で 守る）会議の議長
でもある林邦夫さんに、広報ナビゲーター「ながなびぃ」の
クーテシガーナが聞きました。

　　今日はよろしくお願いします～☆。
　　昨年11月に、初めて市内一斉の防災訓練を行った
ということですが、どんな風に行ったのですか？

　　共通の訓練として、地震が起こったと想定して、ま
　　ず、みなさんに各小学校に避難してもらい、避難者
名簿を記入してもらう訓練を行いました。その後は、炊
き出し訓練、応急手当訓練、初期消火訓練などを行い
ました。どのような訓練を行うのかは、自治会役員など
を中心に各校区で考えてもらったものです。

　　地域の人が自分たちで考えて訓練を行ったんです
　　ね。どのくらいの人が参加したのですか？

　　市全体で市民2,966人、参加していただいた団体や
　　市職員も合わせると3,327人もの人が参加しました。

　　本当にたくさんの人が参加したんですね！
　　訓練としては上手くいきましたか？ 

　　上手くいったと思っています。市内一斉に訓練を行
　　うことで出てくるさまざまな課題を見つけることが
ねらいだったので、課題がたくさん見つかったという意
味で、良い訓練だったと思っています。

　　例えばどんな課題が見つかったんですか？

　　どの校区でも出た課題として、高齢者や障がい者
　　など、避難するのに手助けが必要な人（※）への対
応があまりできなかったということが挙げられます。来
年度の訓練では今回の反省を活かしていきたいと考え
ています。

　　なるほど。そのほかの課題はどうですか？

　　自治会に加入していない人の参加が少なかったで
　　す。実際の災害時には当然そういった人も避難さ
れてくるため、今後は、自治会未加入者にも強く呼びか
けていきたいと思います。

　　確かに、3,327人って多そうにみえるけど、実際に
　　災害が起きたら、全市民（50,000人以上）が被災
しますからね。

　　そのほかにも、避難所を運営していく時は誰が責任
　　者になるのか？という課題もあります。場合によって
は、自治会連合会長などにある程度の責任を持っていた
だくことも必要だと思っています。しかし、そのためには、
自治会連合会長などがちゃんと避難所運営できるよう
な体制を作っておくことが必要だと考えています。

　　地域の人たち自身で避難所を運営することを、あら
　　かじめ考えなければならない、ということですね。

　　そうです。そうしないと、災害時に市職員だけでは
　　とても対応しきれない、ということが今回の訓練
で改めて分かりました。

　　今回の一斉訓練でたくさんの課題が見つかった
　　わけですが、今後はその課題に対応していくこと
になるのですか？

　　今回見つかった課題を、一気に全部解決することは
　　できないと思いますが、今後も訓練を続ける中で、
毎年少しずつでも解決していくことが重要だと考えてい
ます。

　　では、来年度も市内一斉で防災訓練を続けていくので
　　すね。

　　もちろん行っていきます。具体的な内容はこれから
　　検討しますが、避難訓練を行い、受付で避難者名簿
を作成するという流れは今年度と同じだと思います。し
かし、今年度よりも上手く進めるための工夫が必要だ
と思いますし、各校区が自ら計画して行う訓練について
も、今年度よりもレベルアップした内容を考えていく必
要があると思います。
　今後もこうした防災訓練を続けることで、私たち、一
人ひとりが防災意識を高めていくことが大切だと考え
ています。

　　訓練を重ねて、みんなの災害への意識を高めて、
　　はじめて災害に強いまちができあがっていくので
すね。
　今日はお話を聞かせていただき、どうもありがとうご
ざいました！ 

～訓練で見つかった課題とは？～
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（※「避難行動要支援者」といいます。災害が発生し又は発生する恐
れがある場合に、自ら避難することが困難な人で、その円滑かつ迅
速な避難の確保を図るために、特に支援を要する人のこと。以前は
災害時要援護者という名称でした。）
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